
 

（モデル町会事業発表の様子） 
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３月１日（土）、絆づくり推進会議（波田地区地域包括ケア会

議）は、まちづくり協議会〔総務部会〕の共催のもと地域づくり

講演会を開催し、総勢５０名の方に参加いただきました。 

 前半は、令和６年度のモデル町会に選定された６区、１２区、

２５区の町会長等から、年度内に行った新たな取り組みについ

て発表がありました。 

６区町会からは、コロナ渦以降中止されていた 『敬老会』 

を４年ぶりに再開させ、待ちわびていた高齢者の方々に大変

好評であったことが発表されました。 

敬老会に向けた企画や準備には、町会内で発足されている

ボランティア団体「むつみ会」の協力があり非常に頼りになったとのこと。地域の住民同士で継続してつな

がりあう機会を持つことがいかに大切かをつくづく感じたと語っておられました。 

１２区町会からは、近所で仲間づくりをしながら健康づくりを行うサークル 『和い和い💛クラブ』が結成

され、町内公民館を活動拠点に毎週十数名の会員が集まり、いきいき百歳体操を中心に楽しく健康づく

りに取り組んでいる活動が発表されました。 

活動を行うため必要となったプロジェクターなどの視聴覚機材は、市の補助金などを活用して取得。体

操のほか、保健師・栄養士から指導を受ける機会も設け、終了後は毎回茶話会を行っているとのこと。み

んなでワイワイとおしゃべりしながら、楽しく活動を継続させていくことが大切だと語っておられました。 

２５区町会からは、婦人部とボランティアが中心となり、住民交流の場 『カフェ北原』 を町内公民館で

開催（４回）した活動が発表されました。 

町会内は高齢世代と若い世代とが混在している中、高齢者の居場所作りとともに新しい世代間交流事

業が必要と考え企画されたとのこと。居心地の良い空間になるよう会場を装飾したり、テーマを決めての

おしゃべりやその専門講師をお招きするなど、毎回内容を変えながら開催しているため、参加者から大変

好評を得ているようです。今後は定期的に開催することで認知度を高め、交流の場としての定着を目指

し、継続して活動を行っていくと語っておられました。 

後半は、松本大学の 白戸 洋 教授（総合経営学部）をお招きし、基調講演が行われました。 

テーマは「町会役員のゆううつ
．．．．

」と題し、地域の支え合い体制を担っている町会組織を取り巻く課題と、

今後の町会の在り方を考える機会として講演いただきました。 

町会活動は面倒だと思われている方も、近年の災害や少子高齢化時代を踏まえると、身近な地域の自

治（町会）は大切であり、無くなっては困ると考えている人が大半です。 

地域課題等の情報を住民同士で共有し合い、町会活動として「何をやるか」ではなく、町会活動を「何に

向かってやるか」という目標を明確にし、地域の再生でなく、時代に合わせて新しい地域を創る「地域の再

構築」が必要だと語っておられました。 
 

【
お
知
ら
せ
】 

 仁王尊股くぐり祭（第３５回） 

■日時 令和７年４月１９日（土）・２０日（日） 

午前９時３０分～午後４時００分 

■会場 波多神社南隣 仁王門 

 夫婦堤音楽祭（第２０回） 

■日時 令和７年４月２７日（日） 

    午前１０時００分～正午 

■会場 中沢屋内ゲートボール場 

スージーちゃん スイカワくん 

地域づくり講演会 モデル町会が成果を発表 

交流会援 
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（給食配膳支援の様子） 

 
（東屋補修作業の様子） 
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まちづくり協議会（地域連携部会）の加入団体である「学校

応援団」は、４月１１日（金）から１４日間、この春に入学した小学
１年生の給食時間に配膳支援活動を行いました。 

この活動は、入学したばかりの新１年生に対し、慣れない配
膳をクラス全員に先生が一人で指導することは大変なため、
昨年度から団の活動として支援しているものです。 
期間中、毎日各クラスに１名が交替で入り、延べ５６名の地

区住民の皆さんに協力いただきました。 
今年の新１年生は１２８名。早く学校生活に慣れ、地元の食

材を食べて元気にすくすくと健康に育っていってくれることを
願います。今年度もまちづくり協議会では、地域の子どもを地域で育てていく活動を支援していきます。 

 
 
 
松本市立病院西側の親水公園内に「東屋」があることをご

存知でしょうか。 
この東屋は、「波田堰土地改良区」と「波田堰の水辺を活か

そう会」が水辺の自然環境に親しんでもらうことを目的に平
成１８年に整備したもので、堰沿いを散歩する住民の皆さん
の休憩場所になっています。東屋の天井には、波田地区で見
ることができる野鳥の写真と名前が紹介されています。 
昨年度、波田小学校６年４組の児童の皆さんが、総合学習

の一環として、老朽化により傷んでいた東屋と木柵の補修と
塗装、花壇の整備、ゴミ拾いなどの作業を担ってくれました。

授業の中では、地区に多大な恵みをもたらすことになったこの堰の歴史とともに、水辺の生き物や野鳥の
生息状況を調べるなど、一年を通して自然に触れ合いながら水の大切さと環境について学びました。 
これから新緑がみなぎる季節となり、自然豊かな波田堰沿いは散歩するのに絶好のコースとなります。 
ぜひ、児童の皆さんが「みんなで楽しめる憩いの場所に」との想いを込め、力を合わせて再整備してく

れたこの東屋を訪れてみてください。 
 

【
協
力
者
を
募
集
】 

 つむぎちゃんサポート協力会員  

 社会福祉協議会では、高齢者の在宅生活を支援

する有償サービス「つむぎちゃんサポート」をし

ていただける協力会員を募集しています。 

（波田地区の会員登録は現在１６名） 

■支援内容 家事、ゴミ出し、外出 

■申 込 先 松本市社会福祉協議会 

（℡２５－７３３０） 

 草刈りボランティア  

 まちづくり協議会（地域連携部会）では、地区の環境美

化・保全に向け、草刈りボランティアを募集しています。 

■実 施 日 ６月２８日（土）・８月２３日（土） 

      （午前８時から午前１０時頃まで） 

■整備場所 波田堰沿い万葉植物園 

■申 込 先 波田まちづくり協議会事務局 

（℡９２－３００１） 

【
お
知
ら
せ
】 

 オンライン相談窓口をご利用ください  
 オンライン窓口とは、地域拠点（地域づくりセンターなど）

と市役所本庁をＷｅｂ会議ツールで接続し、本庁まで行かなく

ても手続きできる窓口です。窓口と同じように、お互いに書類

を見ながら話すことができます。お気軽にご利用ください。 

 

 

        

 

電話だけだと       書類を見ながら、 

説明がわかりにくい。   説明を受けられる。 

スージーちゃん スイカワくん 

波田堰沿い 親水公園を児童が再整備 
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学校応援団 小学校の給食配膳を支援 



 

（長い歴史に幕 夫婦堤音楽祭） 
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４月２７日（日）、夫婦堤周辺の美化運動に取り組む市民団

体「山毛欅（ぶな）の会」主催の「夫婦堤音楽祭」が、11 区の中
沢屋内ゲートボール場で盛大に開催されました。 
この音楽祭は平成１４年から始められ、地元小中学生等が

出演する春の音楽イベントとして、地区に定着してまいりまし
たが、中学校の部活動が地域クラブなどに移行されることとな
り、今後この活動を継続していくことが困難になったことから、
今回２０回目を節目に最後を迎えることになりました。 
波田中学校の合唱部と吹奏学部、波田少年少女合唱団が

出演し、美しいハーモニーの歌声や迫力ある演奏が披露さ
れ、来場者からは一曲一曲に惜しみない拍手が送られまし
た。最後、主催者である野竹会長は、「長い間この活動を続けられてきたのは、地域の皆さんが支えてく
れたおかげ。」と感謝の言葉をつたえました。この音楽祭を通じ、一緒に歌を歌い奏でることの楽しさとそ
の一体感の魅力に取りつかれた子どもたちもきっと多いはずです。今回をもって長い歴史に幕が閉じら
れたことは非常に残念ですが、青春の思い出として記憶に残していってくれることを願います。 
  
  
５月８日（木）、波田まちづくり協議は令和７年度の総会を開催し、新役員の選任、事業計画及び事業予

算などの議案が全て承認されました。今年度も活動へのご支援・ご協力をお願いします。 
■ 新役員（正副会長） 

 

◎ 会 長  齋藤 章      〇副会長  塩原 宗登     〇副会長  増田 博 
〔町会連合会会長（4区町会長）〕     〔町会連合会副会長（6区町会長）〕    〔町内公民館長会会長（4区町内公民館長）〕 

■ 事業計画  「波田地区住民が生き生きと輝くまち」をめざして ～地域住民、諸団体等が連携した事業推進を～  
事業名 事業概要  

 

 

事業名 事業概要 

【総 務 部 会】 【地域連携部会】 

地域包括ケア

システム関係 

モデル町会推進事業への支援 防犯・防災の

地域づくり 

波田地区防災訓練への支援 

地域づくり講演会等への支援 防災研修会の計画・実施 

大いなる波田健康体操の普及 あいさつ運動への協力 

くらしのささえあい情報冊子の改訂 地域連携 

（ボランティア

推進等） 

草刈りボランティア・特定外来生物駆除 

地区関係事業

への参加協力 

市民スポーツ大会等への参加支援 仁王尊股くぐり祭への支援 

波田文化祭・ひろばまつりへの参加・協力 緑化（花いっぱい運動）推進への協力 

【企画・情報部会】 文化伝承・保護活動 

情報発信 

周知・啓発 

ホームページの維持管理と充実化 【循環バス運行部会】 

まちづくり通信の発行 循環バス バスの安全、安心運行の徹底 

１０年ビジョ
ン「波田まち
づくり計画」 

課題等の整理と方向性の検討 地区住民等のバス利用増の推進 

素案作成～計画策定 バス停設備の保守 
 

【
お
知
ら
せ
】 

 オンライン相談窓口をご利用ください  
 オンライン窓口とは、地域拠点（地域づくりセンターなど）
と市役所本庁をＷｅｂ会議ツールで接続し、本庁まで行かなく
ても手続きできる窓口です。窓口と同じように、お互いに書類
を見ながら話すことができます。お気軽にご利用ください。 

 

 

        

 

電話だけだと       書類を見ながら、 

説明がわかりにくい。   説明を受けられる。 

スージーちゃん スイカワくん 

令和７年度 波田まちづく協議会の事業が決定 
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第 20 回を節目に 最後の「夫婦堤音楽祭」 



 

（竹の子教室 開級式の様子） 

 

（定植作業の様子） 

 

（議場見学の様子） 
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未就園児対象の親子の体力づくり教室「竹の子教室」が、

５月２０日（火）に波田体育館で開級されました。 
この教室は、昭和５３年から続く波田公民館独自の取り

組みであり、今年で４７年目を迎えました。今年の参加親
子は４３組で、地区外からも大勢参加いただいています。 
親子での運動や遊び、体力テスト、野外遊び、情操教育、

救命講習など、専門の指導員によるプログラムが１２月ま
での間に４４回予定されています。 
地域に生まれた大切な子どもたちが、すくすくと伸びる

竹の子のように、心も体もたくましく健やかに育っていっ
てほしいとの願いから開始されたこの活動は、長い歴史を
持つ波田地区の大きな財産です。子育てを始められた保護者の皆さん、ぜひご参加ください。 

 
 
 
 ５月２４日（土）・２５日（日）、「波田花のある会」
は、三溝駅西側国道沿いのフラワーゾーンに、ベコニア
（ピンク・白）とサルビア（赤）の花の定植作業を一斉
に行いました。 
今年の参加は個人・法人を含め３３会員。割り当てら

れた区画にルール通りの花の順番で定植し、今年も見事
な花の街道が完成しました。 
 国道や上高地線を利用されている方々の中にも、この
沿道の眺めを毎年楽しみにされている方は多いと思い
ます。「花を通じて人々の気持ちを豊かに」との願いを
地区住民の皆さんも共有してくださることを望みます。 

 
 
 
 ６月中旬、波田小学校２年生児童は、生活科学校探検授
業の一環として、自分たちの住む波田地区のことを知るこ
とを目的にクラスごと波田支所に訪れ、支所庁舎内に事務
所を置く、波田地区地域づくりセンタ－、波田公民館、西
部福祉課、社会福祉協議会地域福祉課（西部）、松本広域
連合のそれぞれの機関がどんな仕事をしているかを学習
する見学会を実施しました。 
 現在は松本広域連合議会で使用している５階議場内も

特別に見学させてもらい、児童たちは大喜び。将来は総理
大臣になると宣言した頼もしい児童もいました。 

【
お
知
ら
せ
】 

 オンライン窓口をご利用ください  
 オンライン窓口とは、地域拠点（地域づくりセンターなど）
と市役所本庁をＷｅｂ会議ツールで接続し、本庁まで行かなく
ても手続きできる窓口です。窓口と同じように、お互いに書類
を見ながら話すことができます。お気軽にご利用ください。 

 

 

        

 

電話だけだと       書類を見ながら、 

説明がわかりにくい。   説明を受けられる。 

スージーちゃん スイカワくん 

三溝フラワーゾーン 力を合わせて整備 

松本市広報 R7-6 

４７年目 今年も「竹の子教室」始まる 

小学２年生 波田支所内を見学 



 

（座談会の様子） 

 

（防災倉庫内の確認） 
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６月２５日（水）、波田公民館（大会議室）において、

臥雲市長出席のもと「ジモトで座談会（波田地区）～市長
と明日のまちを考えよう～」を開催しました。 

座談会のテーマは「地域で育む波田地区の子どもたち」
と題し、地区で子育て支援活動を行っている関係団体の代
表者、各保育園の保護者会長、波田小・中学校ＰＴＡ会長、
計１６名の出席のもと、次の４項目についての状況や課題
等について、市長を交えて率直な意見交換を行いました。 
● 地区内の子育て支援活動について 
● 地区内の子育て事業・環境等について 

● 子どもの成長に向け地域活動に期待したいこと  ● 中学校の部活動地域移行について 
座談会の模様は、松本市公式ホームページ〔地域の掲示板_波田地区_松本市から（波田地区）〕

にレポートを掲載していますのでぜひご覧ください。 
 

 
 
６月２９日（日）等に実施した松本市防災連合会波田

地区防災部の防災訓練結果をおつたえします。 
 大規模地震を想定した「一時避難訓練」については、
別日程で行った町会も含め２６町会が実施し、参加世帯
率は８７％と、昨年（７１％）を上回る皆様にご参加い
ただきました。  
 「避難所開設訓練」には、９箇所の避難所に各運営委
員と避難所担当職員が参集し、施設の開錠方法と避難所
アクションカードの指示書に従って開設に向けた行動

内容の把握を行うとともに、防災倉庫における備蓄資機
材の確認作業を行いました。なお、町会長を通じお寄せいただいた本訓練に関するご指摘や課題等
については、防災部で検討・協議を行い改善していきます。 

  犯罪にご注意！ ～波田地区防犯協会～  
 
 令和６年中に波田地区で発生した犯罪件数は３９件 
ありました。前年と比べ５件減少しましたが、依然と 
して高い水準にあります。 
 夏はレジャーや帰省などで家を空けることが多く、 
戸締りがおろそかになりがちです。また、気分も開放 
的になり犯罪被害に遭うおそれが高まります。油断を 
せず、防犯意識を高めてしっかり対策を行いましょう。 

【
お
知
ら
せ
】 

 オンライン窓口をご利用ください  
 オンライン窓口とは、地域拠点（地域づくりセンターなど）
と市役所本庁をＷｅｂ会議ツールで接続し、本庁まで行かなく
ても手続きできる窓口です。窓口と同じように、お互いに書類
を見ながら話すことができます。お気軽にご利用ください。 

 

 

        

 

電話だけだと       書類を見ながら、 

説明がわかりにくい。   説明を受けられる。 

スージーちゃん スイカワくん 

波田地区防災部 防災訓練の実施結果 

松本市広報 R7-6 

ジモトで座談会（波田地区）を開催 



 

（炊飯方法を学ぶ様子） 

 
（新施設の完成予想図） 
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７月８日（火）、波田公民館において、松本市社会福祉協

議会の有償サービス「つむぎちゃんサポート」に登録いた
だいている波田・梓川地区の協力会員合同で、研修会兼交
流会を開催しました。 
研修には、日赤奉仕団波田分団の皆さんを講師に迎え、

有事の際の炊き出し支援を目的に、ハイゼックス（炊飯袋）
を用いた炊飯方法を学ぶとともに、カレーを一緒に作り食
べながら、会員同士の意見交換会を行いました。 
現在のところ、梓川地区のサポート会員登録者数が少な

いため、波田地区の会員が応援に出向いています。双方の
地区会員が交流を深めながら、今後も高齢者の自立生活支援を行っていきます。 

 
    
 松本市立病院の移転に伴い移設することになった「波

田中央運動広場」の新施設概要をお知らせします。 
 移設場所は波田保健福祉センターの南側隣接地です。
工事は令和８年１月頃に着工し、令和８年１２月の完成
を予定しています。 
 施設規模等は次表のとおり、駐車場スペースも広くと
られ、これまでの施設と同様のスポーツ競技を行うこと
ができる面積が確保されています。 
 この施設が、地域住民の健康増進やスポーツを通じた
交流の場として、大いに活用されることを期待します。 

 

【お知らせ】 波田地区 地域づくり講演会  （波田地区「絆づくり推進会議」主催） 

『人生 100年時代の健康心理学 
 －老いをちょっぴり楽しむための、心の健康の秘訣！？－ 』 

■ 日 時  ９月２７日（土） 午後２時００分～午後３時３０分  

■ 場 所  波田公民館 大会議室（２階） 

■ 講 師  齊藤 茂 氏（松本大学 准教授 人間健康学部スポーツ健康学科長 臨床心理士）  

【司法書士無料法律相談】「法の日」にあわせ、「県下一斉司法書士無料法律相談」の相談所を開設します。 

◆日 時  １０月１日（水）午後１時～午後３時 

◆場 所  波田公民館 第 1・第２会議室（２階） 

◆相談内容 不動産の登記、相続、多重債務など 

◆申し込み 波田支所 ☎92－3001（先着８名 締め切り９月３０日（火）正午） 

スージーちゃん スイカワくん 

波田中央運動広場 移設後の新施設概要 

松本市広報 R7-6 

つむぎちゃんサポート会員 研修・交流会開催 

項目 既存施設(波田駅前） 新 施 設 説明

面積 　９，０７６㎡ 　１４，４６４㎡ ・既存施設規模と駐車場分を確保

駐車場 　　　　　５台 　　　　　６１台 ・障がい者専用台数含む

照明 　水銀灯（６基） 　ＬＥＤ灯（６基） ・光漏れの少ない製品を導入

トイレ 　男・女 　男・女・多目的
・男（小３、大１）、女（３）、
　多目的（１）、 ＡＥＤ設置

防球ネット 　高さ　約１４ｍ 　高さ　約１４.９ｍ ・防砂ネットを取付け

軟式野球 　大人１面又は少年２面 　大人１面又は少年２面 ・固定式バックネット（北西）

ソフトボール 　２面 　２面 ・可動式バックネット（南東）

サッカー 　大人１面又は少年２面 　大人１面又は少年２面 ・可動式サッカーゴール

施
設
の
概
要



 

（ボール競技を楽しむ様子） 
） 

 

（移転した芝生広場） 

 

（新しくなったクライミングウォール） 

 

（新たに設けられた遊歩道） 
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８月６日（水）、波田福祉ひろばは、波田地区子ども会育

成会との共同企画として、夏休み中の児童の健全育成を目
的に「松本山雅ウォーキングサッカー教室」を波田体育館

で開催しました。 
 ウォーキングサッカーは、「走らない」、「ボディコンタク
トなし」が基本ルールで、年齢、性別、障がいの有無や、
サッカー経験を問わずにどんな方でも一緒にプレーでき、
健康増進、認知症予防、介護予防など、運動予防医療とし
ても注目されているスポーツです。 
 当日は、３年生から５年生の小学校児童と、ひろばの「男

衆のひろば」事業に参加している男性メンバー総勢３０名が集まり、松本山雅の皆さんの指導のも
と世代を超えた交流競技を行いました。暑さにも負けず、みんな笑顔で楽しい時間を過ごしました。 

 
    
 中部縦貫自動車道（松本波田道路）建設に伴い、一部
施設の移転工事が行われていた「波田扇子田運動公園」
が、１０月末から全面的に利用できるようになります。 
今年６月には、「ラジコンコース」、「壁打ちテニスコー

ト」、「３✕３バスケットボールコート」、「スケートボー
ド場」、「クライミングウォール」、遊具を備えた「芝生広
場」が先行オープンし、今月末には駐車場整備や既存施

設の解体が終わり、全ての工事が完了する予定です。 
Ｂ＆Ｇプール南側の芝生広場内には、公園全体の回遊

性を向上させるため、隣接する東側と西側の新しい公園

を結ぶ新たな
遊歩道が設け
られています。 
新しく生ま

れ変わった公
園にぜひいら
していただき、
家族や友人と
の親睦や健康
づくりにご活

用ください。 

【
お
知
ら
せ
】 

～ 波田支所「オンライン窓口」をご利用ください ～  
オンライン窓口とは、地域拠点（地域づくりセンターなど）と

市役所本庁をＷｅｂ会議ツールで接続し、本庁まで行かなくても
手続きできる窓口です。窓口と同じように、お互いに書類を見な
がら話すことができます。お気軽にご利用ください。 

 

 

        

 

電話だけだと       書類を見ながら、 

説明がわかりにくい。   説明を受けられる。 

スージーちゃん スイカワくん 

波田扇子田運動公園 全面利用可能に 

松本市広報 R7-6 

松本山雅ウォーキングサッカー教室を開催 
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波田小学校 北校舎・講堂の工事が完了 

地域づくり講演会 心の健康の秘訣を学ぶ 



 

(整備作業の様子) 

 

(副市長に要望書を提出する様子) 

 

(餅つきイベント会場) 
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を 

 
 
  
 １０月２５日（土）・２６日（日）の二日間、波田公民館
において、「波田文化祭」と「ひろばまつり」の合同イベン
トが開催されました。 

 日曜日はあいにくの雨天となりましたが、二日間で延べ
約２，３００人の皆様に来場いただきました。 
 波田まちづくり協議会（総務部会）は、波田産のもち米
を使った恒例の「餅つき大会」を企画し、参加した子ども
たちに、自分の歳の数を目標に餅をついてもらいました。
達成すると歓声とともに大きな拍手が周りから沸き起こ
り、会場全体が一体感に包まれました。 

 
     
 １１月１日（土）、波田まちづくり協議会（地域連携部

会）は、１６区町会の上海渡集落にある「カタクリ群生
地」の環境整備作業を地元住民とともに実施しました。 
 群生地は、元々桑畑であった山裾の斜面に自生した山
野草を、地主の協力のもと地元ボランティアが環境を整
え保護されてきたものですが、高齢化により地元だけで
整備を行っていくことが困難になったことから、令和４
年からまちづくり協議会で支援を行っているものです。  
今回は３２名が参加。来春も可憐で美しい花を咲かせ

てくれることを願いながら作業を行いました。 
 

 
 
 １０区と１８区の町会長は、市有地である「ひばりヶ丘
段丘林」の整備について、松本市長あてに要望書を提出し
ました。〔９月１８日（木）提出〕 
 波田堰沿い南斜面に広がる１０区ひばりヶ丘の段丘林
は、ケヤキ等の立木が高木となり、枯葉等が周辺住宅に落
下し生活環境に悪影響を及ぼしています。さらに、市立病
院移転先である中央運動広場から臨める場所となり、景観
環境にも配慮する必要があることから、中野副市長に状況
説明のうえ、枝等を伐採するよう要望しました。副市長か

らは、次年度整備に向け調整していく旨の回答を得ました。 

【
お
知
ら
せ
】 

～ 波田支所「オンライン窓口」をご利用ください ～  
オンライン窓口とは、地域拠点（地域づくりセンターなど）と

市役所本庁をＷｅｂ会議ツールで接続し、本庁まで行かなくても
手続きできる窓口です。窓口と同じように、お互いに書類を見な
がら話すことができます。お気軽にご利用ください。 

 

 

        

 

電話だけだと       書類を見ながら、 

説明がわかりにくい。   説明を受けられる。 

スージーちゃん スイカワくん 

カタクリ群生地 環境整備作業を実施 
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今年も 波田文化祭・ひろばまつり を合同開催 

 

ひばりヶ丘段丘林 枝伐採を市に要望 
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 スージーちゃん スイカワくん 

中央運動広場 解体工事が完了 

波田小４年１組 避難所運営を体験学習 

小学校クラブ活動 公民館サークルが指導 



(歴史資料館を見学する様子) 
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 １２月２２日（月）、松本赤十字奉仕団波田分団は、コロ
ナ禍以降中断していた視察研修を再開しました。 
 今回は、長野市にある日本赤十字社長野県支部を訪問し、

献血による血液事業の状況や頂いた寄付金の活用事業につ
いて説明を受けた後、同敷地内にある「長野県赤十字歴史
資料館」を見学させてもらいました。 
 長野県支部は全国に先駆け明治２２年に設置された最初
の支部であり、現存する明治３２年に建てられた旧事務所
は、全国で唯一の歴史資料館として貴重な歴史資料等が保
存・展示されています。 
 奉仕団は、赤十字の理念に基づき地域社会に貢献するボ
ランティアグループとして、災害時の炊き出し・救護、高齢者・障がい者支援、献血推進、救急法
講習の普及、赤十字ＰＲ活動など、地域ニーズに応じた多岐にわたる奉仕活動を行っているもので、

地域住民の福祉向上と防災・減災に貢献する重要な役割を担っています。 
これまで困難な時代も乗り越え、地域に根差した活動を行ってきた日赤の歴史を振り返ることが

でき、団員一同、深く感銘を受けると同時に、大きなやりがいと誇りを感じた一日でした。 

 
地域づくりの取り組みを行う町会の３つの事例を発表します。 

そして基調講演は、波田地区出身でパラアルペンスキー日本代表として５大会連続出場した 

三澤 拓（みさわ ひらく）さんからご講演をいただきます！！ 

■ 日 時  ２月２２日（日） 午後２時００分～午後４時３０分  

■ 場 所  波田公民館 大会議室（２階） 

◇事業発表 令和７年度モデル町会（12区、13 区・14 区(合同)、19 区町会） 

◇基調講演 「多様性を考える ～自分で切り拓く力～」 

 

 

 
 

 

【
お
知
ら
せ
】 

～ 波田支所「オンライン窓口」をご利用ください ～  
オンライン窓口とは、地域拠点（地域づくりセンターなど）と

市役所本庁をＷｅｂ会議ツールで接続し、本庁まで行かなくても
手続きできる窓口です。窓口と同じように、お互いに書類を見な
がら話すことができます。お気軽にご利用ください。 

 

 

        

 

電話だけだと       書類を見ながら、 

説明がわかりにくい。   説明を受けられる。 

スージーちゃん スイカワくん 
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赤十字奉仕団波田分団 視察研修を再開 

 

講師 三澤 拓 氏 
 

■主催：絆づくり推進会議 ■共催：波田まちづくり協議会 

 ※お申し込みは上記ＱＲコードまたは波田地区地域づくりセンター（☎92-3001）へ 

松本市波田出身の 38 歳 
2006トリノパラリンピックから2022北京パラリンピック
まで５大会連続出場 
順天堂大学院スポーツ健康科学研究科修士課程卒 
SMBC 日興証券株式会社所属 

お知らせ 
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スージーちゃん スイカワくん 

６年ぶり開催 「波田落語会」に笑いの渦 

『地域連携バス』を利用してみませんか 


